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Recently， therεemerg巴dlarge incorporated enterprises in the pickle processing industry， 
thereby effecting s己Vεrecompetition among th記numeroussmall scale在住t君rprises.
Thεaim of this r告portis to clarify the significancεand the necεssary conditions for dεV記lop-
ment and sustenance of small pickle processing industri田 ina rural district (community). 
The following points b芭cam巴apparentfrom the investigation for consid巴ration:
1. Method of proc出 singpickle is through secret traditional and regional skil acquired through-
out the ages. 
2. The raw materials are obtain吋 throughcontract production betw配 nfarmers and local co-
operatives with farm巴rs.
key word: pickle processing industry， severe competition 
はじめに
野菜漬物製造業の場合，消費者の食生活の f多様北jに対応し拡大の一途を辿仏この過程
で資本規模の大きい大企業も出現するに至っている.多く指摘されるとおり，現在，少数大企
と多数の零細細人企業が並存する産業の 2重構造となっている@このような状況が進行する
なかで涼料産地でもある農村における野菜漬物製造業とその販売形態に焦点をあてて，その実
態分析から零細な地域野菜漬物製造業の意義とその展開条件を検討する@
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i節野菜漬物生産(/)動期と
わが患の野菜漬物製造業は在来型食品加工業として一貫して伸麗してきた. 1970年以陣現在
までの野菜漬物製造業の伸展状況を示したのが第 l表である. 1990年現在の野菜漬物製造品出
荷額は468，085百万円であり，これが1，862の事業所において製造されるに至っている修
食料品製造品出荷額に占める野菜漬物製造品出荷額は1970年に1.1%，78，447吉万円であった
のが，その後一貫して増加し1990年には2.1%，468，085百万円となっている.また，事業所数
は食料品製造業全体に占める割合が1.9%から4.2%へと一貫して大きくなっている(第 l
照)。しかし，ここで着目したいのは， 1985年から1990年の 5年間で事業所数が2，238から1，862
へ初めての大きな減少に転じていることである. 1つの要因として考えられる点、は企業開での
統廃合と企業の集中@集積である.
第u提 野菜漬物製造業の渓関(全事業所)
製造品出荷額(百万円) 事業所数
区分
食料品製造 野菜演物製造 食料品製造 野菜演物製造
1970年 7，150，061 78，447 (1.1%) 90，942 1，685 (1. 9%) 
1975 15，130，486 181，170 (1.2) 88，210 2，010 (2.3) 
1980 22，512，604 332，037 (1.5) 82，612 2，106 (2.5) 
1985 20，796，020 383，805 (1.8) 70，509 2，238 (3.2) 
19宮。 21，940，268 468，085 (2.1) 44.204 1，862 (4.2) 
資料:通産省 f工業統計表(産業綴)jより作成。
心中小企業による製造額シェア(/)増大と大企業(/)
わが盟の野菜漬物製造業は鏑人経営や組合経営など零細企業による経営が掻めて 4般的で
あった e しかし，現在，中小企業による製造額シェアが増大し，また，大企業も出現している.
前述のように，最近多事業所数が減少に転じる中で，資本金10億円以上の企業が出現している.
しかも，第2表の野菜漬物製造業の形態別分類に示されるように，資本金l億円以上企業は漸
次多くなり， 1990年の事業所数構成比が1.3%，出碕額構成比が6.7%となっており，また，当
該の大企業の王子均出荷額は 1事業所当り 1，326百万円と大きくなっている.このような状況が進
行する中で，一方， 1事業所当り平均出荷額が145吉万円の企業資本金500万円未満の企業や平
均出荷額57百万円の個人経営がある.現在，野菜漬物製造業ではこのように零細企業と大企業
第 2表野菜漬物製造業の形態別分類 (19宮O年) (単位:百万円，%)
企業資本金
E主 分 億人 総合
500万円未満 500万円一 l億円未満 l億円以上
製造品出荷額 73，307 327，450 31，832 24，228 11，268 
(構成比) 15.7 70.0 6.7 5.2 2.4 
事業所数 505 821 24 424 88 
(構成比) 27.1 44.1 1.3 22.8 4.7 
1事業所当り 145 399 1，326 57 128 
平均出荷署員
資料:i遺産量省『工業統計表(企業総)jより作成。
注.;資本金 10億円以上の 2企業も出現。
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野菜j愛物(果実演物を含む)の主要都道府県別出荷額と事業所数
(1990'民従業者4人以ー との事業所)
i出荷額 1 1事業戸丹 市ヰいず払 事業所数出荷額 i 日;ぺfz; 事業戸r数 エム?::i構成上ヒ当り出荷客員 干木剛 1警戒比
百万円 i 引 万円 % 
第 4~受
i三分
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? ?
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?
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?
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?
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?
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?
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2宮0.6
281.0 
237.5 
113 
115 
ヲ8
21，128 
20，873 
18.707 
4.2 
4.1 
3.7 
335.4 
366.2 
292.3 
? ?
?
??
????
??
神奈川 18，079 3.6 354.5 51 2.3 
青争 同 17，764 3.5 214.0 83 3.7 
宮 tlf号 17，6宮品 3.5 421.3 42 1.9 
件開閉~ - - - - --同曹司 +守 F晶‘""---同制暢晶奇声凶事
/'R 書官 16，517 3.3 485.8 34 1.5 
者事 差ち 15，056 3.0 231.6 65 2.9 
ノj、 言十
佐賀
348，716 
1，346 8二十J27llU ? 
資料:J頭立草色、 f工業統計表(品呂編)j， 1官2年6月より作成c
i主・ (1) 出荷需要が2，000百万円以下の少ない県は秋侶，富山，島根，向山， U.lD， 
佐索，沖縄の 7祭がある。
(2) 出荷金額g出事業所数の捻移は， 1986年 (405，125百万円2，290)87年
(414，578百万円， 2，235)， 88年 (455，866百万円， 2，281)， 89年 (475，554
百万円ヲ 2，214)，90年 (508，441百万円，2，250)。
契約販売を したり， しているからであると思われる@
2節
1の特徴は，
る.出荷額15，000百万円以との多の漬物製造出荷額およ
い県は14燥があり，特に長野，和歌山，群馬予愛知，埼玉の諸県は30，000百万円以上となって
いる.一方，出荷額が2，000百万円以下の少ない県は秋田ラ富山ラ島根ヲ岡山ヲ山口， 1佐賀ラ沖
縄の 7県がある.また，事業所数100以上の多い県
少ない県は寵山 9 奈良，鳥取，岡山，香)1，
特定地域へ集中していることを示している.
り31%がその{也33の
に集中しているとみられる.
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第 1i):Zj 野菜漬物(巣実漬物を含む)の都道府県別分布
資料:通産省 f工業統計表(品目別);]， 1ヲ92{手6月より作成.
派 1グループは当該県の出荷額が15，0008万円以上， 1事業所当り出荷額が250否万円
以上の潔.
IグJv プは当該燃の出荷額が15，000百万円以よ， 1事業所当りお荷額は250百liF9
以下の察.
l!lグルー プは当該黙の出荷護費が15，000百万円以T，l事業所当り出荷綴は250百万f9
以ょの県.
IVグノレ プは出該燃の出荷額が15，0001'百万円以下， 1事業所当り出荷綴も250百万円
以下の県.
165 
群馬
500 
L百万円)
ところで，第 1図は野菜漬物製造出荷額と 1
である.
り出荷額で都道時県別分布をみたもの
について， 1 プ(当該県の出荷額が15，000百万円以上と大きし
，000百万円以下と小さしまた 1事業所当り
県)， IVグループ(当該県の出荷額が15，000百万円以下と小さしまた l
E万円以下と小さい県)に分類してみると次の還りである.
} 1 .京都，群馬。埼玉。栃木，和歌山@
悶@福島の諸県， mグループに
県などその地残りの
する都道府県は，
1 • 
ルー プと， Iグループの和歌山相鹿児島@宮崎， I
のように②野菜漬物原料産地及び演物加工が缶統的
されるようである，
るグループに
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られる e
ちなみに， IVグループは
1 '奈良@高知の諸県には l
プには多数の産地が含まれている
@山
IVグ/レー
も多く含まれている@
1970年代以降の展開をみると，
は{也の
iJ)ラ
となってきた
ウェートが農村地域の原料産地へ移動してきていること
も
県における どのような地域性や
????????????
?
????
従業員数 [工場規模
11人
(7人緩月])
加工商品
タカナ
7人
(tj雪込)tl]l4人)
200TF 
(原料，製造
冷蔵庫)
ウソ，ダイコンラ
タカナ，ショウガ，
ウメラキュウリ，
ハクサイ
資料:1992{手8fjの業者に対す。聞き取り調予誌による。
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名，海産物加工10名)Jを結成している@
この漬物工業協持組合では予
1震予
(加工技術などのλ⑨， 2ヶ月に 1度の例会，③舎
を行っている e 例えば， 1992年は、アグリファーム
した浅漬漬物工場の見学計画がある⑮ 12-3年前，
と奈長演用野菜(白ウリ)の共同契約栽培を農協仲
介で行ったことがある@契約内容は口頭契約であi)，嬰約生産量は漬物工業協同組合の組合
したもの，契約した る形で
あった.②仕入れ儲格は 2-3の期間別冊格であり，
方卸売市場の市場髄格にスライドして決定していた.③栽培方法について
していた.③集落内の広場に一括集荷し，そこへ漬物組合員全員が各々引き取りに行く形であっ
た@今後の活動は，特にラタカナの産地では生産者の高齢化が進行しヲ原料不足が懸念される
ため，合開の原料費付け形態が提起されると患われる@しかしラ製品開発は製造業者各自でお
こなっていき 9 また宣伝活動についても全潰連に依存するか，製造業者各摺人で行う形である a
地元へ進出している大型小売屈では，例えばニチユーやジャスコでは浅漬工場を持って
おり，ジャスコでは福間工場が進出してくる状況にある@従って歩県外を中心にしてヲ地元の
ところで，
である.
る@
まとめたものが第5表
し戦前の場合が多いe
したブーム的なものではない@能ってラ;地域@風土に密着した{伝統的な製
造技術を駆使し
Aは昭和初期
当初ラ
と思われる@
8は昭和初期に開業して以来約50-60年経過し9 現在で3代自である@
も製造したが，
20年に開業以来，現在で2代田である昏 として開始した.Dは
として始まった.当初ヲ l次加工(塩漬け)のみでラ販路がなく，長野ヤマヘイに
っていた，昭和52年度「農村地域工業導入特別対策事業jにより，杵島農協野沢菜処理加工
し2次加工までするようになった。 Eは大正9年に開業以来，現在で2代田である.
ていたがヲ人口 3万人の炭坑の町に し販売しやすい皆駒の製造 e小売業
を開始した@
②，経営形態をみると多くが製造を中心に館@小売業も専門的に行っている. 1社が新規参
入した農協経営であるが，資本金は500万円から1，000万円の規模で零細企業や中小企業に分類
される縄人経営が多い@
Aは個人経営でありラ漬物製造と舘@小売を行う. Bは傭人経営であり，
と卸.;J¥売を行う@むは資本金500万円の個人経営でありヲ漬物の製造@小売を主体に卸も行
う.Dは資本金1，100万円の有鰻会社である。出資構成は当初，
でスタートしたが，現在は農協ヤマヘイ 1克でありヲ
制をとっている，農産加工穆漬物製造と部業を行う.E 
漬物の製造@卸業を専門に行い，小売は行っていない@
③ヲ年商額、は5，000万円から 1儲円と比較的零細である.Aの年商額は約 3i意円ラ製品1，000
トンを販売している舗 Bは約5，000万円， cは約4，500万円， Dは8，000万円ラ Eは約8-9，000 
万円であり 9 最近5年間の額向は安定している@
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でありヲ
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第2図 野菜筆者物の流遜形態
一-i左翼嬢瀦系聖子菜漬物製造業者の場合一一
る.cは4人(うち 1
Aは11人， Bは7人
であり，漬け込み
時の季節麓用がある.Dは害義務2人〈男し女1)，加工製造5人多パート 1人である. Eは5
人(うち 2人男， 3人女の常麗)，パート(農家)15名であり，年齢は男平均40才ヲ女45才と比
較的若く地元雇用である e また漬け込み時期に季館悪用がある.
@，工場規模は各社とも零細である. Bは200坪(原料，製造，冷蔵庫)， c は130坪(原料，
製造，冷凍 e冷蔵庫)， Eは200坪軽度の敷地規績である@
ほとんどが戦前であり吉いラ
工場規模は家族経営的で零細な企業が多い@前述した
ように 9 資本規模の大きい企業が地域へ参入する可能性が高まり野菜漬物業の全国平準化横向
が選んでいるときに9 一定の競合を強いられながら安定的に存続できる l要因は，最近の産地
したブーム的なものではない地域@嵐土に密着した原料や伝統的な技術を駆
使した製造を行ってきた点、にあると思われる@
(2) 野菜漬物の流通形態と経路
による野菜漬物の流通は，第2図に示すように原料調達段階と
卸 e小売段階に大きく分かれる.流通形態は各段摺で種々の形があり，経路も多様となってい
る@
原料調達段階における流通形態に に次のような G形態がある@例えば， (ア)
原料)一製造業札(イ) (ウ)生産者農協一製造業者， (エ)
(カ)輸入業者一製造業
者などである@
卸.;J、売段暗における流通形態には主に次のような形態がある@
， (イ)製造業者一卸問屋一生協， (ウ)
小売fι(オ)製造業者一外食産業， (カ)製造業者ーは次加工品)一製造業者などである.
原料調達において外国産原料の輸入はほとんどなし基本的に圏内地場産原料に依存してい
る. 1991年より原料タカナなどが中国から輸入され始めた@原料が不足したため 9 商社が一括
して購入したものが顔料として流通した倒中国産の髄格は安い.しかし，塩分を多く使用した
塩蔵品で腐敗はないが多風味が日本産と異なり品質は良くない@漬物製造過懇では中
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20-30%を閣内産80-70%に混ぜて使用する必要がある@
ところでラ住賀県内の演物業者は多諌な野菜を加工製造し販売している@その品目はタカナ
を筆顕にウリラ夕、イコンラショウガラウメ，キュウリラハクサイラナスララッキョウヲ
など多様でトある，各業者は数種の原料を加工しヲいく種類かの高品を製造している。 Aはタカ
ナを専門としており， Bはウリ 9 ダイコンヲタカナラショウガラウメラキュウリラハクサイ，
Cは夕、イコンヲタカナ，ショウガヲナスラキュウリ，ハクサイ，ラッキョウ，ウリ， Dは野沢
タカナラハクサイヲキュウリラ Eはタカナ，ハクサイヲキュウリ，ダイコン，ウメ等を力ロ
ヱ製造@販売している@現在ヲ販売閣は一部業者や製品で拡大し，広域流通による大企業との
部分的競合も生じている。
① 主要原料の調達段賠における流通題と形態
主な原料の 1つタカナの原料調達先は地場地域内の産地でありヲ
合が多い.
との謹接契約による
Cの年間生原料仕入れ量は30トンである，仕入れ先は長崎県の生産者グループ(生産者組合)
だけでありヲ平戸市など北松地域，島原の南高地域(愛野，森山時)の農家である.農家との
契約栽培でありヲその年の購入量9 購入単舗を事前に契約し， 80-90%の量が納入された時点
を行っている旬生産者に対し 9 撞子を渡し，肥料土佐胞や土壌線虫紡離の消毒など肥培管
理については一定の注文を行っている。また，輸入原料である中国産タカア塩漬けは製品に半
分しかならず¥園内産に隈っている.Dの生原料の仕入れ量は年間50トンである.仕入れ先は
地元農協管内だけでありラ野沢菜部会の会員が栽培している。近隣の武雄市，多久市から仕入
れの可能性があるが，現在は本農協管内に限定している. Eの生原料の購入量は年間250-350
トンである.訂頭襲約で契約取引を行っておりヲ原料調達先は長崎県田平町の生産者グループラ
佐賀県伊万翠市農協や相知町の農協管内の生産者である。
また，野沢菜の加工藤料調達先はタカナ同様に地元の産地である.Dの生原料仕入れ量は年
間220トン争杵島農協管内70%歩多久市農協管内20%となっている，
県内漬物加工では衰退し小規模となっているダイコンラハクサイラナス，キュウリな
どの加工、原料の謂達先は地元の卸売市場であっても，地場地域内産ではない@
ダイコンは主に他祭の漬物業者より 1次処理品を仕入れ加工している.cの仕入れ先は漬物
けであり，契約による直接生産者からの生原料仕入れはない.南九州の漬物業者から塩
づけの 1次処理@製造品を購入している，年間の仕入れ量は干し大根で20トン(生原料換算で
約40トン)でありラ宮崎の 2
場である。また，タクワンの製品を熊本県の業者から 3
レイにリパックして小売している.
ハクサイ，ナス，キュウリなどの調達先は地売の青果部売市場である.ハクサイの場合参 C
の年間仕入れ量は30-40トンである@乳駿菌発酵する古漬け用として，年末に長鯖燥の諜平地
方市場から特定の 1仲買商を介して全仕入れ量の80%，他20%は周年，朝漬け用原料として佐
2地方市場から長野県産野菜を仕入れている. Eの顔料仕入れ先も
売市場だけである@浅漬用原料として佐賀青果80%ラ佐賀中央青果20%である.年間の仕入れ
トンである@長野県産野菜を中心に仕入れている@ナスの場合予 C
原料2トンであり，仕入れ先は佐賀青果市場である@キュウリの場合，
売市場だけである e 佐賀青果，佐賀中央脊果等の地方卸売市場である@ 2トン
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販売から地元小売店への販売と
との競合を余{義なくされる
以下，
ある@
Eはl次加工商品(4月から 7月ま
め，きざみまで行う〉がである. 1 
多久2
る@漬物の一次加工
について順次概観すると次のとおりで
野沢菜加工品の販売先は九州鶴内の製造。卸売@小売を兼ねる
である.Dの販売先は九州一円の漬物問援でありヲ地元県内に
されておりラ鹿児島 l杜，福間5社，宮崎1
崎の卸向麗への販売は大きく
ダイコン加工品
クサイラキュウリ
に卸売を行し>，
1吉である@
キュウリ加工品の販売先は地元小売屈でありラ薮売形態
いる. Eはハクサイと同様に浅漬風に製造しラ
町の地元小売f吉やスーパーマーケットである‘
まとめ と
しハ
る.Dは地元に競売して
している@競売先は唐津市や相知
をめぐる市場条件は資本規模の大きい大企業の出現， 3重構造の形成多
り競争の激化と変化している.この中で，とりわけ原料産地に立地す
による市場対応は厳しい状況となっている.しかし，次に示すように地域
は大きしその維持旬発展に必要な条件が関われている.
る労働集約的な業謹である e 従って，こ
を多く必要とす
に地域内労働m場を醸保する点で
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との結びつきが援史的に強しとりわ
ある@また，現在の変化した食生活に，地域条件と
JlID.土に合致しラ
である。
を生かし d しうる
くかである@第3に，
となっている@
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